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病理部 

 スタッフ 

部長  吉田利通 

副部長  今井 裕 

   

医師数 常 勤 4 名 

 併 任 2 名 

 非常勤 2 名 

検査技師 常 勤 4 名 

 非常勤 3 名 

事務職員 非常勤 1 名 

 

 部門の特色 

病理診断は患者様の体から採取された様々な組織

について、良悪性の決定、病変の広がりや切除断端

の検索などを肉眼的および顕微鏡を用いて評価しま

す。診断結果は腫瘍性病変の最終診断として重要な

だけではなく，治療法の選択にも大きく関与するた

め責任は重大です。このため、専門的なトレーニン

グを受け、認定された病理専門医が診断にあたり、

すべての標本は 2 名以上の病理医によるダブルチエ

ック体制での診断が進められています。また質の高

い病理診断には質の高い標本作製が必須で、標本作

製を担う臨床検査技師にも高い技術が求められ、技

能の向上に努めています。病理システムの導入によ

る検体や診断過程の管理により、検体取り違えなど

のミスを起こさないよう様々な工夫を行っています。 
 

1. 自動化 
病理標本の作成過程は手作業による過程が多く、

現在でもそれはあまり変わりありません。しかしな

がら作業の効率化のため、パラフィン包埋標本を作

製するための自動包埋装置、病理標本を染色するた

めの自動染色装置等、様々な機器が導入されていま

す。特に免疫染色は病理診断に必要なだけでなく，

分子標的薬の適応など治療法の選択にも必須である

ため、安定した染色による再現性の向上を目指し、

自動免疫染色装置が導入されています。 

 
2. デジタルパソロジー 

1) バーチャルスライド 

作成された顕微鏡標本の全範囲を顕微鏡デジタル

カメラで順次撮影し，仮想的に大きな１枚の画像に

再構築する装置です。これにより顕微鏡標本はデジ

タル化されます。病理医のカンファレンスやトレー

ニングに使用されています。

 
2) 病理システム 

顕微鏡標本の所見や診断などの病理情報は，病理

医が顕微鏡観察しながら病理システム端末に入力さ

れ，電子カルテの一部に取り込まれます。これによ

り，既往標本の検索や関連臨床情報に簡単にアクセ

ス可能となります。 
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 診療体制と実績 

1. 業務体制 
下記の業務を行っています。 

1) 病理組織診断 

胃内視鏡検査などで採取された生検標本と，手術

で摘出された標本の病理組織診断を行います。癌の

診断には最も確実な診断法です。 
2) 細胞診断 

種々の臓器から採取された細胞診標本の診断を行

います。子宮頸部病変の細胞診が主だったのですが，

最近は超音波検査などで描出された腫瘤性病変に対

知る穿刺吸引細胞診も増加しています。 
3) 術中迅速診断 

癌病変を摘出する際に，断端に癌がないか確認す

るため，手術中に病理標本を作製し，検索します。

近年は縮小手術が増加しており，断端の検索はより

重要性を増しています。 
4) 病理解剖 

不幸にして亡くなられた患者の病理解剖を行いま

す。死因や病態の解明だけでなく，本院における医

療の質を検証することにもなります。医学部の病理

学講座のスタッフと共同して行っています。 
 

2. 診療実績 
1) 病理組織診断 

年間で約 9000 件の病理組織診断を行い、そのため

に約 3 万のパラフィンブロックが作成されました。

1400 件については免疫組織染色が施行されており

ます。 
2) 細胞診断 

婦人科、自然尿をはじめ、各種病変からの穿刺吸

引細胞診を含め、年間約 10000 件の細胞診断が施行

されました。 
3) 術中迅速診断 

年間約 1000 件の迅速診断を行っています。 
4) 病理解剖 

24 例の病理解剖が行われました。また、5 回の研

修医 CPC（clinicopathological conference の略。臨

床・病理討議会）が開催されました。 
 
 今後の展望 

次代を担う病理医の育成に力を入れ、病理医の増

加を目指します。分子病理学的な診断の導入により、

最新の病理診断体制の確立を目指します。 
 URL ホームページ改訂中 
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